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高速回線避雷ユニット 

仕 様 書 

概    要 本器は、並列及び直列素子の複合多段構成によるサージエネルギー

減衰方式の避雷ユニットで、信号回線に設置し、信号線及び接地線

より侵入する雷サージ(JIS C 5381-21 ｶﾃｺﾞﾘ C2,D1対応)を減衰させ、

電気機器を保護するものです。本器の劣化状態を接点出力します。 

品    名 高速回線避雷ユニット 

型    名 ＡＬＰＫＪ（ＡＤＳＬ） 

インパルスカテゴリ Ｃ２ (10kV,1.2/50μs & 5kA,8/20μs ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ) 

Ｄ１ (2.5kA,10/350μs) 

方    式 サージエネルギー減衰方式 

適用回線 ＡＤＳＬ回線 

最大連続使用電圧(Uc) ＤＣ１９０Ｖ 

定格電流 ０．２Ａ 

挿入損失 ０～２ＭＨｚ／－２ｄＢｍ以下 

最大放電電流(Imax) ２０ｋＡ (8/20μs) 但し入出力コネクタを除く 

電圧防護レベル(Up) ８００Ｖ以下 (Ｃ２，Ｄ１インパルスにて) 

残留サージエネルギー ５０μＪ以下 (Ｃ２インパルスにて) 

サージエネルギー減衰量 －７０ｄＢ以上 (Ｃ２インパルスにて) 

動作速度 ３ｎｓｅｃ．以下 

絶縁抵抗 ＤＣ５００Ｖ，５０ＭΩ以上（入出力端子一括～フレーム間） 

絶縁耐力 ＡＣ２０００Ｖ，１分間（入出力端子一括～フレーム間） 

使用環境 温度  ０～＋５０℃ 

湿度  ９０％以下(但し結露なきこと) 

外形寸法 Ｗ１００×Ｈ５０×Ｄ２１５(mm) 

               （接地端子部,脚部及びその他の突起物を除く） 

重    量 約０．６５ｋｇ 
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